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白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

　
白
井
市
長
選
挙
お
よ
び
白
井
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
26
日
㈰
で
す
。
あ
な
た
の
大
切

な
一
票
を
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

　選挙当日に仕事やレジャーなどで投票所へ行くことができない人は、市役所で期日前・不在者投
票ができます。
　期日前投票や不在者投票の詳細については、市選挙管理委員会へ問い合わせてください。
◆期日前投票をするときは　期日前投票をするには、選挙当日に次のような用事で投票できない見
込みであることを書面で宣誓する必要があります。
①仕事など（仕事、学業、地域行事、冠婚葬祭など）
②旅行など（外出、旅行など）
③病気など（病気、負傷、出産、身体障害などのため歩行困難）
　入場整理券の裏面は「期日前投票宣誓書」になっています。期日前投票をするときは、選挙当日に投票できない事由などの必要事項を事前に記
入した上で期日前投票所に持参してください。
日程　20日㈪～ 25日㈯　時間　午前8時30分～午後8時　場所　市役所1階ロビー　持ち物　入場整理券
◆他の市町村での不在者投票　投票日当日や期日前投票期間に市外に滞在している人は、滞在先で不在者投票ができますので、市選挙管理委員会
へ連絡してください。
◆指定病院などでの不在者投票　県選挙管理委員会が指定した病院などの施設に入院・入所している人は、その施設で不在者投票ができます。
◆郵便による不在者投票　身体障害者手帳、戦傷者手帳を持ち、障害の程度が一定の要件に該当する人や介護保険被保険者証を持ち、要介護5に
該当する人は、郵便による投票ができます。

26日㈰投票所へ行けない人は、期日前・不在者投票を
25日㈯のみ午前8時30分から
午後6時まで、西白井複合セ
ンターと桜台センターでも
期日前投票ができます

平成27年成人式実行委員の川上夏
なつみ

実さんと海老原由
ゆうき

樹さんにインタビュー

川上さん（左）　選挙と聞くと「難しい、堅い」
というイメージがあり、遠い存在に感じていま
した。既に前回の選挙に行きましたが、何も分
からずただ両親と一緒に行って投票するだけで
した。今回はもっと政治に興味を持って、白井
が良くなるような人を選びたいですね。

海老原さん（右）　高校生まではあまり興味を
持っていませんでしたが、19歳になった頃、も
う少しで大人になるんだなと思い、政治に興味
を持つようになりました。自分のまちを良くす
るために政治家を選ぶわけですから、みんなで
投票に行くべきだと思います。

【
投
票
で
き
る
人
は
】

　
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
で
、
平
成
7
年
4
月
27
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
20
歳
以
上
の
人
で
、

平
成
27
年
1
月
18
日
ま
で
に
転
入
届

け
を
提
出
し
、
引
き
続
き
3
カ
月
以

上
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人
で
す
。

　
投
票
日
前
日
ま
で
に
市
外
に
転
出

し
た
人
は
、
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

【
市
内
で
転
居
し
た
人
は
】

　
4
月
4
日
以
降
に
市
内
で
転
居
し

た
場
合
は
、前
住
所
地
の
投
票
所（
入

場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票

所
）
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
場
整
理
券
を
忘
れ
ず
に
】

　
入
場
整
理
券
は
世
帯
ご
と
に
封
書

で
郵
送
し
ま
す
。
1
通
に
6
人
分
の

入
場
整
理
券
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
す
る
と
き
は
開
封
し
、
切
り
取

り
線
に
沿
っ
て
本
人
の
分
を
切
り
離

し
て
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合
は
】

　
入
場
整
理
券
が
届
か
な
い
場
合
や

紛
失
し
た
場
合
で
も
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す

の
で
、
投
票
所
で
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

【
投
票
所
】

　
2
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
公
報
は
新
聞
折
り
込
み
で
】

　
選
挙
公
報
は
候
補
者
の
氏
名
・
略

歴
・
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
も
の
で
、

4
月
24
日
㈮
ま
で
に
新
聞
折
り
込
み

な
ど
で
配
布
し
ま
す
。
折
り
込
む
新

聞
は
朝
日
・
産
経
・
東
京
・
日
経
・

毎
日
・
読
売
の
6
紙
の
朝
刊
で
す
。

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

人
に
は
郵
送
し
ま
す
の
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
選
挙
公
報
は
市
役
所
な
ど
次
の
場

所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

●
市
役
所
、
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
、

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
、
冨
士
セ
ン

タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
、
公
民
セ
ン

タ
ー
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
白
井

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

◆
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
に
つ
い
て

　
平
成
25
年
7
月
以
降
の
選
挙
か
ら
、

成
年
被
後
見
人
は
、
選
挙
権
・
被
選

挙
権
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
成
年
被
後
見
人
が
投
票
を
行
う
に

あ
た
り
、
新
た
に
申
請
な
ど
を
行
う

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
開
票
は
白
井
第
一
小
で

　
開
票
は
次
の
と
お
り
行
い
、
開
票

状
況
は
白
井
第
一
小
学
校
体
育
館
と

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、テ
レ
ド
ー
ム（
電

話
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈰
　
午
後
9
時
〜

場
所

　
白
井
第
一
小
学
校
体
育
館

テ
レ
ド
ー
ム
☎
0
1
8
0
（
9
9
1
）

1
1
8

問
　
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課

内
）　
内
線
3
3
1
2
・
3

4
月
26
日
㈰ 

午
前
7
時
〜
午
後
8
時 

は

白
井
市
長
・
市
議
選
の
投
票
日
で
す

〜
未
来
の
し
ろ
い
の
た
め
に
〜

　
そ
う
だ
!
選
挙
に
行
こ
う

大山口小学校6年生（平成26年度）
皆川駿さんの作品「明るい選挙推
進協議会選挙啓発標語」から
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小 

小 

保育園

七次台小学校七次台中学校

投票所案内図
　投票所は下記の11カ所です。自分が投票を行う投票所は、入場整理券で必ず確認してください。
　投票時間は、午前7時から午後8時までです。

明るい選挙を実現しましょう
　お金の掛からない政治・選挙のため
に寄付禁止のルールを守りましょう。
贈らない　政治家や候補者などが贈ら
ない
求めない　政治家や候補者などに求め
ない
受け取らない　政治家や候補者などか
ら受け取らない

白井市長選挙

投票日は26日㈰　午前7時から午後8時までです

選

挙

特

集

ペ

ー

ジ

白井市議会議員一般選挙

みんなで選挙に行こうね♪
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平成26年度白井市表彰式を開催
～優良児童・生徒ならびに市功労者を表彰～

　市では、スポーツや学芸などの活動で優れた成績を収めた児童や生徒、また長年にわたって市政の発展や、地域福祉の向上に尽力した人や市民
の模範となる善行のあった人を表彰する「白井市表彰式」を3月25日に市役所で行いました。
　表彰を受けた皆さんとそれぞれの表彰の功績は、下記のとおりです。（敬称略）

◆優良児童表彰
芳樹里亜（清水口小学校）
　NPBガールズトーナメント2014第3位ほか
小林勇斗（七次台小学校）
　第26回読書感想画千葉県コンクール小学校低学年の部優秀賞
◆優良生徒表彰
酒井翔太（白井中学校）
　第45回日本少年野球全国選手権大会千葉予選優勝
中嶋勇貴（白井中学校）
　第45回日本少年野球全国選手権大会千葉予選優勝
酒井優太（白井中学校）
　第45回日本少年野球全国選手権大会千葉予選優勝
大山口中学校　柔道部男子
　第68回千葉県中学校総合体育大会柔道団体戦優勝
甲斐涼吾（大山口中学校）
　第68回千葉県中学校総合体育大会柔道男子個人戦66㌔㌘級優勝ほか
長谷川稔伸（大山口中学校）
　第45回全国中学校柔道大会男子個人戦73㌔㌘級第5位ほか
水野侑武（大山口中学校）
　第35回全国中学校アイスホッケー大会第5位
新谷勝貴（南山中学校）
　第28回全国都道府県対抗中学バレーボール大会グループ戦第2位
菅井紀美靖（南山中学校）
　第45回日本少年野球全国選手権大会千葉予選優勝
田中陸（南山中学校）
　第8回関東ユース（U－15）サッカーリーグ優勝
岩淵風香（七次台中学校）
　第9回15U全国KB野球秋季大会女子の部優勝ほか
角舘沙彩（七次台中学校）
　千葉県中学校英語発表会中学2年生暗唱の部第1位
木村涼香（七次台中学校）
　第9回15U全国KB野球秋季大会女子の部優勝ほか
巻口実可（桜台中学校）
　第45回関東中学校バドミントン大会女子シングルス第3位ほか

◆自治功労表彰
【市議会議員】
影山廣輔（根）、長谷川則夫（冨士）
【特別職報酬等審議会委員】
志摩龍雄（八千代市）、田中春義（大山口）
◆教育文化功労表彰
【スポーツ推進委員】
朝倉恵美子（桜台）、小

こあつく

圷吉美（神々廻）、坂本弘之（平塚）
【文化会館運営協議会委員】
前田安政（池の上）
【教育文化の発展に貢献された団体】
綜合警備保障株式会社柏支社（柏市）
◆社会福祉功労表彰
【民生委員児童委員】
浅野香（堀込）、伊藤廣子（清水口）大川宏（清戸）、加藤恵泉（冨士）、
出浦トモ子（十余一）、中兼巳信（けやき台）、花山佳子（清水口）
【介護認定審査会委員】
野原静子（印西市）
【介護相談員】
上岡幸江（けやき台）
◆産業功労表彰
【農業委員】
宇賀恭一（根）、笠井行雄（神々廻）
◆消防功労表彰
【消防団員】
井手久就（清戸）、風間一郎（根）、大塚進（河原子）、梶原和弘（名内）、
川鍋吉信（折立）、鈴木昇（今井）、出浦昭彦（十余一）、根本剛（中）、
山口賢（河原子）、山﨑正光（中）
◆特別功労表彰
【市への寄付】
伊藤孝（堀込）、尾﨑弘泰（堀込）
◆善行表彰
【交通事故等防止活動】
大山口一丁目ペア・クラブ（大山口）

　この表彰は、「白井市優良児童生徒表彰規程」ならびに「白井市表彰規程」に基づき、功績のあった個人や団体に対して市長が表彰を行うものです。
■問　秘書広報課秘書班　内線3301

優良児童・生徒表彰を受けた皆さん 功労表彰を受けた皆さん

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

行
政
相
談

　
国
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
の
手
続

き
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ
た
こ

と
や
、
意
見
・
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
相
談
を
受
け
、
必
要
な
あ

っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。

日
時

　
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8
月
を

除
く
）　 

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　 

原
田

敏
子
、
中
村
淑
子

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
3
月
20
日
か
ら
27
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に
お
い

て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目
　
キ
ャ
ベ
ツ
、
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、

ナ
バ
ナ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。

　
各
検
査
品
目
の
測
定
下
限
地
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

行政相談所
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「
雑
が
み
」
と
は
、
新
聞
や
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
以

外
の
「
資
源
化
が
可
能
な
紙
類
」

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
メ
モ
用
紙
や
封
筒
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
芯
な
ど

が
「
雑
が
み
」
に
当
た
り
ま
す
。

　
雑
が
み
は
、
種
類
や
廃
棄
す
る

頻
度
が
多
い
た
め
、
分
別
を
徹
底

す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
資
源
化
な

ど
が
大
き
く
前
進
し
ま
す
。

　
ご
み
と
資
源
物
を
適
正
に
分
別

し
、
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

「
雑
が
み
」
は
資
源
物
へ
！

【
雑
が
み
の
種
類
（
例
）】

●
ア
イ
ス
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の

紙
カ
ッ
プ

●
カ
ー
ボ
ン
紙
、
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン

紙
、
レ
シ
ー
ト
な
ど
の
感
熱
紙

●
ガ
ム
な
ど
の
包
み
紙
で
使
用
さ

れ
て
い
る
金
紙
、
銀
紙

●
コ
ピ
ー
用
紙
、
和
紙
、
半
紙

●
ラ
ッ
プ
の
芯
、
紙
袋
、
包
装
紙

●
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
に
か
け
た
コ
ピ

ー
用
紙
な
ど

●
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど

●
食
品
な
ど
が
入
っ
て
い
る
紙
箱

●
紙
皿
、
紙
コ
ッ
プ

●
中
が
銀
色
の
紙
パ
ッ
ク

※
汚
れ
が
ひ
ど
い
場
合
は
よ
く
洗

い
、
水
気
を
切
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班

　
内
線
3
2
7
5

⑫

～事業主の皆さんへ～
「なし坊プレミアム商品券」
の取扱店を募集します

　市商工会では、地元消費の拡大、地域経済の活性化を目的に「なし坊
プレミアム商品券」を夏頃に発行します。
　これに伴い、プレミアム付きの商品券で買い物できる事業所（取扱店）
を下記とおり募集します。
　詳細については、市および市商工会のホームページ内にある「なし坊
プレミアム商品券取扱店募集要領」で確認してください。
【事業概要】
商品券販売金額　１冊10,000円
※商品券は13,000円分で、プレミア率は30㌫です。
発行冊数　25,000冊
発行金額　3億2,500万円
商品券の内容　1枚1,000円券が13枚で1冊となります。
【募集内容】
募集期間　4月15日㈬～ 5月15日㈮
参加資格　市内事業者
換金方法　振り込みによる換金（予定）
換金先　市商工会
換金手数料　市商工会会員　小型店　1㌫、大型店　3㌫（店舗面積1,000
平方㍍以上の事業所）　市商工会非会員　8㌫
換金日　別途定める日
※換金手数料などは事業者側の負担となります。
■申　申請書兼誓約書（市商工会の窓口またはホームページ、市商工振興
課にあります）に必要事項を記入の上、〒270－1422　白井市復1458　白
井市商工会内　白井市プレミアム商品券実行委員会事務局へ郵送または
直接事務局へ持参してください。
※市商工会の非会員事業者で申し込めるのは、市内の営業が確認できる
事業者です。希望する場合は、申請書のほか、商業登記簿または直近の
確定申告書、決算書の写しを添付してください。
■問　白井市プレミアム商品券実行委員会事務局（市商工会内・平日の午
前10時～午後4時）　☎080（2397）1943

国
際
親
善
　
　
　
　
　

　
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会

　
市
内
や
近
隣
に
住
む
外
国
人
と
交

流
し
、
親
善
を
深
め
る
た
め
に
「
国

際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
、
サ
ッ

カ
ー
先
進
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ミ

ニ
サ
ッ
カ
ー
で
国
際
交
流
を
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
5
月
17
日
㈰

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

※
雨
天
の
場
合
は
24
日
㈰
に
延
期
し

ま
す
。

場
所
　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
個
人
ま
た
は
6
人
以
上
の
チ

ー
ム

　

　
市
で
は
、
第
4
次
行
政
改
革
大
綱

で
掲
げ
る
「
市
民
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
る
行
政
運
営
の
実
現
」
と
「
分

権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
持
続
可
能
な

行
財
政
体
制
の
確
立
」
の
2
つ
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
、「
白
井
市
行

政
改
革
実
施
計
画
〔
平
成
22
年
度
〜

平
成
26
年
度
〕」
を
策
定
し
、
中
間

年
に
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
次
期
行
政
改
革
大
綱
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
次
期
総
合

計
画
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
推
進

開
始
年
度
を
平
成
28
年
度
と
し
た
こ

と
か
ら
、
現
行
の
大
綱
推
進
期
間
を

1
年
間
延
長
し
「
第
2
次
改
定
版
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
定
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

各
取
り
組
み
項
目
全
体
の
見
直
し
と

行
政
改
革
実
施
計
画
（
第
2
次
改
定
版
）
を

策
定
し
ま
し
た

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
公
共
施

設
に
お
け
る
電
気
需
給
契
約
の
変
更

を
1
項
目
追
加
し
、
全
35
項
目
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
第
4
次
行
政
改
革
大
綱
や
行
政
改

革
実
施
計
画
（
第
2
次
改
定
版
）
は
、

市
役
所
1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
定
後
の
効
果

　
見
直
し
に
よ
る
6
年
間
の
財
政
的

効
果
の
目
標
額
は
、
9
億
5
、 
3
0

6
万
3
千
円
を
見
込
ん
で
お
り
、
改

定
前
（
5
年
間
）
の
計
画
に
比
べ
て

約
8
、
8
3
0
万
6
千
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班

　
内
線
3
4
4
1

▼
教
育
部
　
生
涯
学
習
課
長
　
鈴
木

栄
一
郎
（
農
政
課
長
）

▼
会
計
課
　
須
藤
正
康
（
課
税
課
長
）

◆
課
長
職
以
上
の
退
職

　
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
3

月
31
日
付
け
）。

【
部
長
職
】

健
康
福
祉
部
長

　
望
月
洋
祐
、
議
会

事
務
局
長

　
大
塚
栄
一

【
課
長
職
】

建
築
指
導
課
長

　
寺
島
聡
（
千
葉
県

へ
）  

、
文
化
課
長
　
黒
澤
博
史
、
会

計
課
長
　
椎
名
進

問
　
総
務
課
人
事
班
　
内
線
3
3
1
4

消
防
表
彰

　
3
月
18
日
㈬
に
千
葉
県
立
青
葉
の

森
公
園
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）

で
開
催
さ
れ
た
「
千
葉
県
消
防
大

会
」
に
お
い
て
、
市
消
防
団
の
皆
さ

ん
が
永
年
の
消
防
活
動
に
対
す
る
功

績
が
認
め
ら
れ
、
消
防
表
彰
を
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
千
葉
県
知
事
永
年
勤
続
功
労
章

山
口
幸
一
（
本
部
副
分
団
長
）

◆
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

〈
勤
続
章
〉

藤
咲
克
己
（
第
三
分
団
折
立
部
団
員
）

〈
精
績
章
〉

柴
﨑
克
弘
（
本
部
分
団
長
）

武
藤
孝
行
（
第
二
分
団
復
二
部
団
員
）

川
鍋
修
（
第
三
分
団
折
立
部
団
員
）

◆
千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰

〈
永
年
勤
続
功
労
章
〉

山
﨑
正
史 

（
第
三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

今
井
良
明
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

酒
井
博
光
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
）

廣
瀬
雅
一
（
第
三
分
団
今
井
部
団
員
） 

五
十
嵐
厚
（
第
一
分
団
谷
田
部
団
員
）

〈
感
謝
状
（
内
助
功
労
）〉

山
﨑
美
鈴
、
今
井
澄
子

〈
功
績
章
〉

山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団
長
）

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
5

　市では、職員の育児休業取得に伴い、保育園での保育業務を行う
任期付職員（保育士）の募集を行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員
と同様で採用期間を定めた職員をいいます。
勤務場所　桜台保育園
募集要件・人数　保育士の資格を有し、昭和44年4月2日以降に生ま
れた人（45歳以下）　1人
任期　平成27年6月11日～平成29年4月11日（職員の育児休業の取得
により決定）
※募集要件の年齢を超える場合は相談してください。勤務時間など
詳細については、市ホームページまたは直接問い合わせてください。
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必
要事項を記入の上、履歴書、保育士登録証の写しを添えて、4月30日
㈭までに郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

市育休任期付職員
（保育士）を募集します

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

市
職
員
の
人
事
異
動

◆
課
長
職
以
上
の
人
事
異
動

　
課
長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
（
4
月
1
日
付
け
）。

※
（
　
）
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
部
長
職
】

健
康
福
祉
部
長
　
五
十
嵐
洋
（
秘
書

広
報
課
長
） 

、
議
会
事
務
局
長

　
佐

藤
賢
一
（
議
会
事
務
局
次
長
） 

、
総

務
部
参
事
・
行
政
経
営
改
革
課
長
事

務
取
扱
　
笠
井
喜
久
雄
（
総
務
課

長
） 

、
総
務
部
参
事
・
収
税
課
長
事

務
取
扱
　
川
村
明
（
収
税
課
長
） 

、

市
民
経
済
部
参
事
・
市
民
課
長
事
務

取
扱
　
小
林
文
夫
（
市
民
課
長
） 

、

環
境
建
設
部
参
事
・
道
路
課
長
事
務

取
扱
　
伊
藤
文
夫
（
道
路
課
長
） 

、

教
育
部
参
事
・
教
育
総
務
課
長
事
務

取
扱

　
藤
咲
克
己
（
生
涯
学
習
課

長
）、
教
育
部
参
事
・
文
化
課
長
事

務
取
扱

　
小
松
正
信
（
社
会
福
祉
課

長
）

【
課
長
職
】

▼
総
務
部

　
総
務
課
長

　
五
十
嵐
孝

明
（
教
育
総
務
課
長
） 

、
秘
書
広
報

課
長
　
鳩
貝
俊
行
（
保
険
年
金
課

長
） 

、
財
政
課
長

　
宇
賀
正
和
（
市

民
安
全
課
長
）、
課
税
課
長

　
渡
邊

久
義
（
財
政
課
長
）

▼
市
民
経
済
部

　
市
民
安
全
課
長

　

鈴
木
政
巳
（
環
境
課
主
幹
）、
農
政

課
長
・
農
業
委
員
会
事
務
局
長
　
山

本
敏
伸
（
環
境
課
主
幹
）

▼
健
康
福
祉
部
　
社
会
福
祉
課
長

岡
本
和
哉
（
社
会
福
祉
課
副
主
幹
） 

、

高
齢
者
福
祉
課
長

　
緑
川
英
一
郎

（
保
健
福
祉
相
談
室
長
）、
子
育
て

支
援
課
長

　
加
藤
義
昭
（
児
童
家
庭

課
主
幹
）、
保
育
課
長

　
斉
藤
厚
子

（
管
財
契
約
課
副
主
幹
）、
保
健
福

祉
相
談
室
長
　
高
橋
き
よ
子
（
児
童

家
庭
課
長
） 

、
保
険
年
金
課
長
　
眞

仲
祥
道
（
高
齢
者
福
祉
課
長
）

▼
環
境
建
設
部

　
建
築
指
導
課
長

　

宇
野
克
美
（
千
葉
県
よ
り
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
す
。

ゲ
ー
ム
形
式
　
40
㍍
×
30
㍍
の
コ
ー

ト
で
の
6
人
制

参
加
費
　
個
人
　
1
、
5
0
0
円
、

1
チ
ー
ム
　
1
0
、0
0
0
円

申
　
チ
ー
ム
の
場
合
は
、
チ
ー
ム
名

と
代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
個
人

の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
5

月
7
日
㈭
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
か
電

話
で
白
井
国
際
交
流
協
会

　
林
　
☎

0
9
0
（
3
4
9
7
）
6
9
6
5
・

（
4
9
7
）
3
0
4
0
へ

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
　

☎
（
4
9
7
）
3
0
4
0
、
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3

5
5
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は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
子
ど
も
が
初
め
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
を
作
っ
た
が
、
何
か
と

心
配
だ
。

　
上
手
な
利
用
の
仕
方
と
注
意
点

を
教
え
て
ほ
し
い
。

（
50
歳
代
・
女
性
）

A
　
ま
ず
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

（
以
下
、「
カ
ー
ド
」）
を
持
っ
た

ら
「
お
金
」
と
「
リ
ス
ク
」
の
2

つ
の
管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

　  「
お
金
」
の
管
理
と
い
う
の
は
、

「
収
支
を
把
握
す
る
」
こ
と
で
す
。

　
カ
ー
ド
で
物
を
買
っ
て
も
財
布

か
ら
現
金
が
減
ら
な
い
た
め
、
現

金
を
使
っ
て
い
る
感
覚
が
鈍
く
な

り
が
ち
で
す
が
、
こ
れ
も
立
派
な

「
借
金
」
で
す
。
き
ち
ん
と
支
払

い
が
で
き
な
け
れ
ば
「
信
用
」
と

い
う
担
保
を
失
い
、
信
用
情
報
機

関
に
登
録
さ
れ
て
携
帯
電
話
や
車
、

住
宅
な
ど
の
ロ
ー
ン
が
組
め
な
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
ー
ド
で
買
う
前
に
「
本
当
に

必
要
な
も
の
な
の
か
」「
き
ち
ん

と
支
払
え
る
か
」
を
よ
く
考
え
て

か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　   「
リ
ボ
払
い
」
は
、
毎
月
一
定

額
の
支
払
い
で
気
楽
な
半
面
、
無

計
画
に
使
う
と
支
払
い
が
ず
っ
と

続
い
て
し
ま
う
た
め
、
一
括
払
い

よ
り
更
に
計
画
性
が
必
要
で
す
。

分
割
払
い
に
は
金
利
が
か
か
る
の

〜
新
社
会
人
の
皆
さ
ん
に
向
け
て
〜

「
見
え
な
い
お
金
」
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

と
上
手
に
付
き
合
う
た
め
に

で
、
利
率
と
支
払
い
総
額
を
必
ず

確
認
し
、
使
用
す
る
際
に
は
良
く

考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　「
リ
ス
ク
」
の
管
理
と
い
う
の

は
、
利
用
明
細
は
必
ず
保
管
し
カ

ー
ド
会
社
か
ら
送
ら
れ
る
請
求
内

容
と
突
き
合
せ
る
こ
と
で
す
。
覚

え
の
な
い
請
求
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に

カ
ー
ド
会
社
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　
新
し
い
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
た

ら
裏
面
に
必
ず
氏
名
を
記
入
し
、

本
人
以
外
は
使
用
で
き
な
い
よ
う

厳
重
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

　
カ
ー
ド
を
他
者
に
貸
し
た
り
、

名
義
を
他
者
に
貸
し
て
カ
ー
ド
を

作
ら
せ
た
場
合
で
も
、
全
て
カ
ー

ド
名
義
人
が
支
払
い
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
買
い

物
で
使
用
す
る
場
合
は
、
サ
イ
ン

や
暗
証
番
号
の
代
わ
り
に
、
カ
ー

ド
番
号
と
有
効
期
限
な
ど
を
入
力

す
れ
ば
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
カ
ー
ド
の
管
理
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
顧
客
情
報
管
理
が
徹
底

さ
れ
た
信
頼
で
き
る
サ
イ
ト
を
利

用
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
カ
ー
ド
の
紛
失
や
盗
難
、
そ
の

他
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応
に
つ

い
て
は
、
カ
ー
ド
会
員
規
約
に
方

法
や
連
絡
先
が
書
い
て
あ
る
の
で

よ
く
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線

3
2
9
4
（
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）
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「まちづくり寄附金」受け入れ状況（受け付け順・敬称略）
寄附者 住所 寄附者が使い道を指定した事業 寄附金額

千葉建労鎌ケ谷支部 － 指定無し 20,000円

楠橋芳樹 市内 指定無し 100,000円

京葉瓦斯株式会社
ホームサービス部 市川市 環境の保全に関する事業 9,576円

髙城靖雄 市内 寄附者が希望する事業
（青少年健全育成事業） 63,516円

SINCS白井自然と芸術文
化の会　会長　鶴田敏子 市内 文化の振興及び文化財の保護に関する事業 50,000円

白井あすなろライオンズ
クラブ　会長　櫻井陽子 船橋市 寄附者が希望する事業（子どもたちの楽器の購入・修理） 30,000円

岡崎宣子氏の遺族 － ①高齢者及び障害者の福祉の向上に関する事業
②子育て支援の充実に関する事業

①50,000円
②50,000円

コール　アミ
代表　田村登茂子 市内 文化の振興及び文化財の保護に関する事業 2,000円

1月から3月までの合計 375,092円

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
・
運
営

な
ど
に
つ
い
て
困
っ
て
い
る
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

派
遣
料
　
無
料
　

※
1
管
理
組
合
に
つ
き
年
2
回
ま
で

利
用
で
き
ま
す
。

●
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
相
談
会

　
千
葉
県
建
築
士
事
務
所
協
会
の
会

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
月
24
日
㈮
、
6
月
26
日
㈮
、

午
前
10
時
〜

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象
　
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ

た
木
造
住
宅
　
各
日
6
件
（
申
し
込

み
順
）

相
談
料
　
無
料

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
無
料
相
談
会

　
市
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
会
の
会
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
4
月
15
日
㈬
、
5
月
20
日
㈬
、

6
月
17
日
㈬
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

対
象
　
住
宅
の
増
改
築
・
修
繕
な
ど

を
検
討
し
て
い
る
人
　

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
建
築
指
導
課
　
建
築
指
導

班
　
内
線
3
2
2
1
・
2

2
0
1
5
ほ
く
そ
う
春

ま
つ
り

　
当
日
は
、
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
「
昼
間
の
星
を

見
る
会
」  

（   

雨
天
・
曇
天
時
中
止
）

を
行
い
ま
す
。
ま
た
「
な
し
坊
」
や

「
か
お
り
」
も
参
加
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　
ミ
ニ
電
車
の
運
行
や
沿
線
市
物
産

展
、
親
子
で
駅
長
の
衣
装
を
着
用
し

て
の
撮
影
会
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

お
笑
い
芸
人
に
よ
る
ラ
イ
ブ
、
抽
選

会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
即
売
会
な
ど
を
行

い
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所
　
北
総
鉄
道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
・
駅
前
自
由
通
路
ほ
か

問
　
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
営
業
課
　

☎
0
4
7
（
4
4
5
）
1
9
0
1
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
5

〜
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
〜

　「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
」
の

受
け
入
れ
状
況
を
公
表
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛

同
し
て
応
援
し
よ
う
と
す
る
皆
さ
ん

か
ら
広
く
寄
附
金
を
募
り
、
こ
れ
を

財
源
と
し
て
寄
附
者
の
意
向
を
反
映

し
た
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の
参
加
に
よ
る
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
制
度
」
を
設

け
て
い
ま
す
。

　
1
月
か
ら
3
月
ま
で
に
市
に
寄
せ

ら
れ
た
寄
附
金
の
受
け
入
れ
状
況
を

左
表
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
皆
さ
ん

の
ご
希
望
に
添
う
よ
う
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
3
月
23
日
か
ら
市
の
魅
力
を
多
く

の
人
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
1
万
円
以

上
の
寄
附
を
い
た
だ
い
た
人
に
は
、

お
礼
品
と
し
て
市
の
特
産
品
な
ど
に

市
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
た
も

の
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
）
の
申
し
込
み
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
し

て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
「
白
井

市
」
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　
内

線
3
3
5
1
〜
3

建
築
指
導
課
か
ら
の

　

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

◆
住
宅
な
ど
の
改
修
に
関
す
る
各
種

補
助
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　
市
で
は
、
住
宅
等
の
改
修
な
ど
に

関
す
る
各
種
補
助
金
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。

　
補
助
金
な
ど
を
活
用
す
る
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
、
工
事
な
ど
を
発
注
す
る

前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
建
築
指
導
課
へ

直
接
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を

補
助

　
居
住
す
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
を
市
内
施
工
業
者
（
市
内
に
本
店

を
有
す
る
法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
）

に
頼
ん
で
行
う
人
に
対
し
て
、
そ
の

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
金
の
割
合
は
、
補
助
対
象
経

費
が
20
万
円
以
上
で
、
そ
の
経
費
の

1
割
を
支
給
し
ま
す
。
な
お
、
限
度

額
は
10
万
円
で
す
。

※
市
内
施
工
業
者
に
つ
い
て
は
、
市

商
工
会
　
☎
（
4
9
2
）
0
7
2
1

へ
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び
改
修
工
事

費
用
の
一
部
を
補
助

　
対
象
に
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
5

月
以
前
に
着
工
し
た
戸
建
住
宅
や
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
で
、
耐
震
診
断
費
用

や
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
・
限
度
額
　
戸
建
住
宅
の

耐
震
診
断
・
7
万
円
、
戸
建
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
・
50
万
円
、マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
の
耐
震
診
断
・
1
0
0
万
円

●
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析
調
査
・
除
去

工
事
の
費
用
の
一
部
を
補
助

　「
ア
ス
ベ
ス
ト
吹
き
付
け
材
」
は
、

昭
和
30
年
か
ら
63
年
ご
ろ
ま
で
に
建

て
ら
れ
た
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
の
建
築
物
に
使
用
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

分
析
調
査
の
対
象
・
補
助
限
度
額

　
ア
ス
ベ
ス
ト
吹
き
付
け
材
が
施
工

さ
れ
て
い
る
恐
れ
の
あ
る
建
築
物
・

25
万
円

除
去
工
事
の
対
象
・
補
助
限
度
額

　
分
析
調
査
で
「
ア
ス
ベ
ス
ト
吹
き

付
け
材
が
施
工
さ
れ
て
い
る
」
こ
と

が
確
認
さ
れ
て
い
る
建
築
物
・
1
2

0
万
円

◆
派
遣
事
業
や
相
談
会
を
実
施
し
て

い
ま
す

●
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業

　
複
雑
多
様
化
す
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
管
理
に
係
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

県
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
会
の
マ
ン
シ

ョ
ン
管
理
士
の
協
力
を
得
て
「
マ
ン

シ
ョ
ン
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
派
遣

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

粗大ごみ受付センターの受付時間が変わりました
　粗大ごみの収集を受け付けている「粗大ごみ受付センター」の受付時
間が次のように変わりました。
受付時間　月～金曜日の午前8時30分から午後5時まで
※土・日曜日、祝日は受け付けをしていません。
　週始めの午前中は電話が集中し、つながりにくい場合があります。
■申　粗大ごみ受付センター　☎（491）4753
■問　環境課きれいなまちづくり班　内線3275

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

昼間の星を見てみよう！

柏レイソル観戦チケット
をプレゼント

　福祉事業の向上に寄与する目的
で柏レイソル選手会から「柏レイ
ソル対湘南ベルマーレ戦」の観戦
チケットが寄贈されました。観戦
を希望する家庭を募集します。
試合日時　5月14日㈭　午後7時～
場所　日立柏サッカー場（柏市）
対象　市内在住のひとり親家庭の
子とその保護者　12席（申し込み
順）
※子ども2人、保護者1人の場合は
3席分を差し上げます。
■申・■問　電話で子育て支援課子育
て支援班　☎（497）3487へ
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正
し
い
歯
科
疾
患
の
予

防
に
関
す
る
標
語
・
作

文
の
募
集
と
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加

者
を
募
集

　「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を

20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
」
を
テ
ー

マ
に
、
歯
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る

「
8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
」
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
市
で
は
、
正
し
い
歯
科
疾
患
の
予

防
に
関
す
る
標
語
・
作
文
と
「
よ
い

歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

【
標
語
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
人
で
、
口こ

う
く
う腔
全
体
の
健
康
を
取
り

上
げ
、
か
つ
成
長
期
だ
け
で
な
く
生

涯
に
わ
た
っ
て
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な

る
よ
う
な
も
の
を
、
任
意
の
用
紙
か

は
が
き
（
1
枚
に
付
き
1
つ
）
に
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
作
文
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い

る
人
で
、
口
腔
全
体
の
健
康
に
関
す

る
も
の
を
テ
ー
マ
に
し
、
4
0
0
字

詰
め
原
稿
用
紙
5
枚
以
内
に
表
題
を

付
け
て
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
（
小
・
中
学
生
は
学
校
名
お
よ
び

学
年
）  

、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
上

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
】

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

●
市
内
在
住
で
自
分
の
歯
（
か
ぶ
せ

た
歯
や
さ
し
歯
も
可
）
が
20
本
以
上

あ
る
80
歳
以
上
の
人

●
市
内
在
住
で
平
成
26
年
度
中
に
3

歳
児
健
康
診
査
を
受
け
、
次
の
①
か

ら
③
ま
で
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
子

と
そ
の
保
護
者

①
現
在
処
置
し
て
い
な
い
む
し
歯
が

な
く
、
歯
並
び
・
か
み
合
わ
せ
が
良

「まち・ひと・しごと創生審議会」の委員を募集
　市では、人口減少などの課題に対応するため、平成27年度中に「白井市まち・
ひと・しごと創生総合戦略」を策定します。
　総合戦略の策定に当たり、取り組むべき施策の方向性を審議する「まち・ひと・
しごと創生審議会」の市民委員を募集します。
　委員は、市民、学識経験を有する者、諸団体の代表者、金融機関の代表者の
計10人で構成します。
対象　市内在住・在勤者の20歳以上の人　2人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員に通知します。
任期　委嘱日から3年間
※会議は平日の日中に年3回程度開催し、1回2時間程度を予定しています。
報酬　会議1回　6,600円
■申・■問　所定の申込書（企画政策課および各センター、市ホームページにあり
ます）に必要事項を記入の上、30日㈭までに郵送（必着）、ファクス、Ｅメー
ルまたは直接企画政策課企画政策班　内線3351・{kikaku-seisaku@city.shiroi.
chiba.jpへ
※「まち・ひと・しごと創生総合戦略」は、人口減少の克服・地方創生を図るため、
人口や経済、地域社会の課題に対する取り組みの方向性を定めるものです。

指定管理者選定審査会の委員を募集
　市民が広く利用する市の施設（公の施設）を管理する指
定管理者を選定する際に、指定管理者の審査などを行う「指
定管理者選定審査会委員」を募集します。
※今後、市の指定管理者になろうとする法人・その他の団
体関係者は応募できません。
対象　市内在住の20歳以上の人　1人
※選考基準により選考し、結果は応募者全員に通知します。
任期　委嘱日から3年間
報酬　会議1回　6,600円
※平成27年度については、平日の日中に8回程度の開催を予
定しています。
■申・■問　所定の応募用紙（行政経営改革課および各セン
ター、市ホームページにあります）に必要事項を記入の上、
5月1日㈮までに郵送（消印有効）かEメールまたは直接行
政経営改革課行政経営改革班　内線3441・{ gyoukaku@
city.shiroi.chiba.jpへ

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826－31 （491）0026
ウエストグリーン
テニスクラブ 根1071－2 （491）8904

宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012（491）8765
谷口八郎 けやき台2－6－4－103（491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
林國三 七次台3－41－5 （492）5686
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
新
緑
の
中
で
、
プ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
5
月
26
日
㈫

場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費

　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費

　
1
4
、  

5
0
0
円
（
キ

ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

申
　
申
込
書
（
下
表
の
申
し
込
み
先

ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
5
月
1

日
㈮
ま
で
に
直
接
申
し
込
み
先
へ

問
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　
田
上

い
子
と
そ
の
保
護
者

②
歯
の
治
療
経
験
が
な
い
子

③
歯
肉
の
状
態
が
良
い
保
護
者

申
・
問

　
標
語
・
作
文
は
、
30
日
㈭

ま
で
に
郵
送
（
消
印
有
効
）
か
直
接
、

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
24
日
㈮

ま
で
に
電
話
か
直
接
健
康
課
保
健
予

防
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
平
成
27
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

　
願
書
の
配
布
は
、
印
旛
健
康
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
佐
倉
市
）
ま
た
は
同
セ

ン
タ
ー
成
田
支
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
願
書
の
受
け
付
け
は
、
印
旛
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
5
月
19
日
㈫
か

ら
21
日
㈭
ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午

後
4
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

試
験
日
　
7
月
23
日
㈭

試
験
会
場
　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
　
展
示
ホ
ー
ル
8
（
千
葉
市
）

申
・
問

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課
　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

☎
（
4
9
1
）
2
2
5
3
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4

3
5

白
井
市
民
大
学
校
新
入
学
生
を
募
集

気
軽
に
自
然
に
い
き
が
い
づ
く
り
！
　
地
域
で
の
楽
し
み
を
も
う
ひ
と
つ

　
白
井
市
民
大
学
校
で
は
「
健
康
生

活
学
部
」「
シ
ニ
ア
学
部
」「
し
ろ
い

発
見
学
部
」
の
3
つ
の
学
部
を
設
け
、

学
部
ご
と
に
特
色
あ
る
講
座
を
実
施

し
、
健
康
的
な
生
活
の
実
践
や
主
体

的
な
学
習
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
の

魅
力
発
見
、
地
域
活
動
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
生
の
多
く
は
シ
ニ
ア
世
代
で
、

積
極
的
に
学
び
、
楽
し
く
交
流
し
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、
卒
業

後
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
を
希
望
す
る
人
は
、
入
学
資

格
や
実
施
日
時
、
講
座
の
内
容
な
ど

の
詳
細
を
入
学
案
内
で
必
ず
確
認
し
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
入
学
案
内
は
、
生
涯
学
習
課
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
各
セ

ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
北
総

鉄
道
白
井
駅
お
よ
び
西
白
井
駅
に
あ

り
ま
す
。

受
講
料
　
各
学
部
3
、
0
0
0
円

（
保
険
代
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
負

担
分
の
一
部
を
含
む
）

申
・
問

　
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
5
月
12
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
か
直
接
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
班
内
線
3
4
3

1
〜
3
・

 syougai-gakusyuu

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

入
学
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
白
井
市
民
大
学
校
に
つ
い
て
初
め

て
知
っ
た
人
や
、
ど
の
コ
ー
ス
を
選

ん
だ
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
人
、
コ

ー
ス
の
特
色
を
詳
し
く
知
り
た
い
人

な
ど
、
白
井
市
民
大
学
校
の
入
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
つ
い
て

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
電
話
や
直
接
受
け
付
け
ま
す
の
で

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
1
〜
3

平成27年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）
募集
コース

健康生活学部
（11期生）

シニア学部
（11期生）

しろい発見学部
（6期生）

目標

　「健康」をキーワードに、
体や心、地域の幅広い視点
からさまざまなテーマで学
習し、健康的な生活や健康
づくり活動の実践を目指し
ます。

　高齢期を豊かに生きるた
めの班単位での学習を通じ
て、友人や生きがいをつく
るとともに、生涯にわたる
自主的な学習の実践を目指
します。

　地域をテーマに見て、聞
いて、歩いて学習し、しろ
いの魅力を発見するととも
に、地域への愛着と生きが
いのある生活の実践を目指
します。

対象

市内在住・在勤の40歳以上
30人

市内在住･在勤の60歳以上
30人

市内在住･在勤の40歳以上
25人

おおむね80㌫以上の講座を受講ができ、学習成果を地域生活で実践し積極的に生かす意
欲があり、健康に支障のない人
※応募者多数の場合は、過去の受講歴を考慮した上で公開抽選会により決定します。
【注意事項】
●学部を問わず、過去3回以上市民大学校に入学した人は申し込みできません
●過去に受講した学部の再入学はできません
●年齢は、平成27年3月31日現在となります

修業年限 1年（月2日程度） 2年（月2日程度） 1年（月2日程度）

手軽に運動を楽しめる講座もあります（健康生活学部）

グループワークの様子（シニア学部）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー



2015.4.157

に
〒
2
7
0
―
1
4
3
5

　
白
井
市

清
水
口
2
―
4
―
1
―
3
0
3

　
市

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
　
小
原
へ

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
5

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
5
月
15
日
㈮
・
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
、
5
月
29
日
㈮
・

白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

～プラネタリウム館
リニューアルオープン記念イベント～

星空ライブコンサート
　ギターとハンマーダルシマーの
デュオ「亀工房」さんが、プラネタ
リウムで生演奏を行います。
　新しいプラネタリウムの星空と共
に音楽を楽しみませんか。
　星空の解説もあります。
日時　5月17日㈰　13：30 ～ 14：50
場所　プラネタリウム館ドーム
定員　一般86人
料金　一人700円（前売り600円）
※前売りは本日より開始します。
■問　プラネタリウム館　☎（492）1125

電算システムの更新および蔵書点検の
ため図書館・各センター図書室を休館
（室）します
　今回の更新では、図書館（室）で機器の入れ替えとシステム機能を充
実させ、利用者サービスの向上を図ります。また、図書館のホームペー
ジを使いやすいデザインにリニューアルし、スマートフォン用のページ
やホームページからの「調べもの（レファレンス）」などのサービスを
開始します。
　この電算システムの更新に伴い、休館（室）期間中は図書館の全シス
テムを停止するため、貸出期間の延長や利用状況の照会、資料の検索・
予約、図書館ホームページの利用ができなくなりますが、ご理解、ご協
力をお願いします。
　休館（室）中の本の返却は、ブックポストを利用してください。
※視聴覚資料と紙芝居の返却は確認作業を行うため利用できません。
休館（室）期間　4月29日㈷～ 5月12日㈫
ホームページ停止期間　4月28日㈫ 午後7時から5月13日㈬ 午前11時（予
定）まで
※休館（室）期間中に予約資料の用意済みメールが送信されることがあ
りますが、受け取りは開館（室）後になります。
◆電算システム更新と併せて蔵書点検も行います
　蔵書点検とは、図書館と各センター図書室にある資料を1点ずつ機械
で読み取り、電算で管理しているデータと照合させることで、資料の紛
失などの点検を行います。
　蔵書点検は、利用者へのサービス維持や本・視聴覚資料など「市民の
財産管理」を行う上で重要な作業ですので、ご協力をお願いします。
■問　図書館　☎（492）1122

市指定文化財を指定しました
　文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、市では指定文化財
を指定し保護・活用をしています。
　3月23日付けで下記の2件を新たに指定しました。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

東光院の木造観音菩薩立像
（有形文化財・彫刻）

　名内地区にある東光院の本尊
で、15世紀頃に製作された市内
に残る室町時代の尊像の中でも
大型の佳作であり、市の歴史上
重要なものです。

上長殿の半鐘
（有形文化財・工芸品）

　宝永7年（1710）に長殿村の
名主が江戸深川の工人に鋳造さ
せたもので、市内に残る最古の
釣鐘であり、市の歴史上重要な
ものです。

市
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
参
加
者
募
集

　
今
回
の
大
会
は
、
7
月
に
行
わ
れ

る
「
印
旛
郡
市
民
体
育
大
会
」
の
選

手
選
考
会
も
兼
ね
て
実
施
し
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
5
月
24
日
㈰
・
31
日
㈰

場
所

　
白
井
中
学
校

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
・
在
学

者
で
構
成
さ
れ
た
7
人
以
上
（
う
ち

市
内
在
住
者
3
名
以
上
）
の
チ
ー
ム

※
必
ず
審
判
を
帯
同
し
、
ス
ポ
ー
ツ

安
全
保
険
に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費
　
1
チ
ー
ム
5
、
0
0
0
円

申
　
所
定
の
申
込
書
（
生
涯
学
習
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
5
月
2
日
㈯
（
必
着
）
ま
で

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

古
文
書
講
座
（
初
級
編
）

　
古
文
書
を
読
み
な
が
ら
、
市
内
の

江
戸
時
代
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
14
日
㈭
、
6
月
11
日
㈭
、

7
月
9
日
㈭
、
8
月
25
日
㈫
、
9
月

24
日
㈭
（
全
5
回
）　  

午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

ま
た
は
文
化
会
館
か
お
り
（
中
）
ホ

ー
ル

対
象
　
古
文
書
講
座
な
ど
に
参
加
し

た
こ
と
が
あ
り
、
原
則
全
日
程
参
加

で
き
る
初
級
者
　
25
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
あ
り
（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
参
加
費
は
各
回
ご
と
に
異
な
り
ま

す
。

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
4
月
28
日
㈫
（
必
着
）

ま
で
に
　
〒
2
7
0
―
1
4
2
2

　

白
井
市
復
1
1
4
8
―
8

　
郷
土
資

料
館
　
☎
（
4
9
2
）
1
1
2
4
へ

※
未
記
入
の
は
が
き
を
直
接
郷
土
資

料
館
へ
持
参
し
て
申
し
込
む
こ
と
も

で
き
ま
す
。

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

古文書を読んでみませんか

亀工房の音楽を楽しみませんか

白
井
基
地

　
か
つ
て
市
外
に
も
関
わ
ら
ず
、

「
白
井
基
地
」
と
呼
ば
れ
た
基
地
が

あ
り
ま
し
た
。
柏
市（
旧
沼
南
地
域
）

に
あ
る
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基

地
の
前
身
で
、
こ
の
基
地
の
歴
史

は
白
井
と
深
く
関
係
し
ま
す
。

　
藤
ケ
谷
村
や
白
井
村
域
に
あ
っ

た
軽
井
沢
新
田
の
一
部
が
昭
和
7

年
（
1
9
3
2
）
に
開
発
さ
れ
、

当
時
日
本
最
大
の
規
模
を
誇
っ
た

武
蔵
野
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
藤

ケ
谷
ゴ
ル
フ
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ゴ
ル
フ
場
は
、
昭
和
19
年

（
1
9
4
4
）
に
陸
軍
に
接
収
さ

れ
、
翌
年
「
藤
ケ
谷
飛
行
場
」
と

し
て
開
か
れ
、
太
平
洋
戦
争
末
期

の
帝
都
防
空
基
地
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で

飛
行
場
の
整
備
に
白
井
か
ら
多
く

の
人
が
借
り
出
さ
れ
、
市
域
に
は

基
地
幹
部
た
ち
が
隠
れ
住
み
、
寺

や
学
校
に
は
米
軍
の
本
土
上
陸
に

備
え
た
決
部
隊
が
駐
留
し
ま
し
た
。

　
藤
ケ
谷
飛
行
場
は
B
|
29
の
迎

撃
基
地
で
、
普
段
は
模
型
飛
行
機

を
置
い
て
双
発
戦
闘
機
を
隠
し
て

い
た
と
さ
れ
ま
す
。
米
軍
は
模
型

機
や
滑
走
路
を
攻
撃
し
て
も
兵
舎

や
格
納
庫
を
狙
わ
な
か
っ
た
の
で
、

米
軍
は
最
初
か
ら
後
で
基
地
と
し

て
利
用
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
証
言
す
る
人
も

い
ま
す
。
戦
後
は
G
H
Q
に
接
収

さ
れ
て
、
米
空
軍
の
基
地
「
シ
ロ

イ
・
エ
ア
ベ
ー
ス
（
白
井
航
空
基

地
）」
と
な
り
ま
し
た
。

　
白
井
の
名
が
付
い
た
の
は
、
基

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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地
一
帯
が
「
白
井
」
の
図
名
で
括く

く

ら
れ
る
地
図
上
の
範
囲
に
あ
っ
た

か
ら
で
す
。
白
井
基
地
に
米
軍
が

駐
屯
す
る
と
、
周
囲
の
村
々
に
米

国
の
食
文
化
に
必
要
な
食
材
の
供

出
が
課
せ
ら
れ
、
白
井
で
は
麦
作

が
広
が
り
、
村
の
基
幹
的
産
業
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
（
1
9
5
5
）
に
米

軍
か
ら
基
地
が
返
還
さ
れ
て
海
上

自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
と
な
っ
た

こ
と
で
米
兵
は
帰
還
し
、
ま
た
我

が
国
は
米
国
産
余
剰
小
麦
の
輸
入

を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た

め
、
白
井
の
麦
作
は
深
刻
な
状
況

に
追
い
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
起
こ
っ
た
の
が
梨
作
り
へ
の
転

換
で
す
。
梨
の
一
大
生
産
地
へ
の

変
貌
に
は
白
井
基
地
と
の
関
係
が

無
関
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
三
十
数
年
前
に
は
、
下
総
航
空

基
地
が
厚
木
飛
行
場
の
代
替
と
し

て
、
在
日
米
軍
の
夜
間
離
着
陸
訓

練
（
N
L
P
）
の
候
補
地
に
浮
上

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時

に
白
井
、
沼
南
、
鎌
ケ
谷
ほ
か
周

辺
5
市
2
町
の
人
々
が
反
対
に
立

ち
上
が
り
、
昭
和
58
年
（
1
9
8

3
） 

11
月
3
日
に
市
内
の
七
次
第

一
公
園
に
約
1
万
1
千
人
が
集
ま

り
、
下
総
航
空
基
地
の
米
軍
使
用

に
反
対
す
る
大
集
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

住
民
、行
政
、議
会
が
一
体
と
な
っ

て
進
め
る
反
対
運
動
に
押
さ
れ
た

政
府
は
下
総
基
地
に
触
れ
な
い
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

問
　
文
化
課
文
化
班
　
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
3
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

趣
味
・
教
養
・
学
習

桜   

テ
ィ
ー
サ
ロ
ン
「
ケ

ン
ズ
カ
フ
ェ
」

　
音
楽
を
楽
し
み
な
が
ら
、
コ
ー
ヒ

ー
と
紅
茶
（
1
杯
50
円
）
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
桜
台
セ
ン
タ
ー
で

過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
22
日
㈬
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時福   

コ
ト
コ
ト
広
場

　
み
ん
な
の
「
集
い
の
場
」
と
し
て
、

地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
茶
話
会
を
楽
し
み
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
25
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

2
時
（
正
午
〜
午
後
1
時
は
休
み
）

内
容

　
①
母
の
日
に
心
の
こ
も
っ
た

贈
り
物
〜
プ
リ
ザ
ー
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
　
②
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ

ト
作
り
　
③
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

対
象
　
一
般
　
各
6
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費
　
①
2
、
0
0
0
円
　
②
・

③
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

初
級
点
字
講
座

　
視
覚
障
害
者
の
情
報
収
集
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
る
点
字
の
基
礎
や
知
識
、

実
技
を
学
び
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
は
点
字
サ
ー
ク
ル
な

ど
で
継
続
的
に
学
び
、
視
覚
障
害
者

を
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
8
日
・
15
日
・
22
日
・

29
日
、
6
月
5
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　 

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座

　
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
方
法
が
分
か
ら

な
い
、
も
う
一
度
基
礎
を
学
び
た
い

人
向
け
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
程
・
内
容
　
5
月
14
日
㈭
・
15
日

㈮
　
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
5

月
28
日
㈭
・
29
日
㈮
　
ワ
ー
ド
の
基

本
講
座
、
6
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
講
座

時
間

　
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
0
時

30
分

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
各
8
人（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
5
月
12
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
歌
に
自
信
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
17
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

3
時

対
象
　
市
内
在
住
一
般
　
10
人
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
　
5
月
10
日
㈰
ま
で
に
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

駅  

憩
い
の
家「
音
楽
会
」

　
懐
か
し
の
名
曲
を
聴
い
た
り
、
一

緒
に
歌
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
19
日
㈫
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

対
象
　
一
般
　
20
人
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
60
歳
以
上
を
優
先
）

参
加
費
　
4
0
0
円
（
資
料
代
、
茶

菓
代
）

申
　
5
月
15
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

コ  今井の桜写真展・
俳句展

　「今井の桜保全プロジェクト」の一環として、
白井市文化団体協議会の協力のもと、市の桜の
名所「今井の桜」を題材にした作品展を開催し
ます。さまざまな桜の風景や俳句に託された情
景に触れて、季節を感じてみませんか。
展示期間　5月1日㈮の午前9時から31日㈰の午
後4時まで（休館日を除く）

子

ど

も

西  

花
と
楽
し
む
会

　
季
節
の
花
を
楽
し
む
年
間
登
録
制

の
講
座
で
す
。

日
時
　
5
月
9
日
㈯
か
ら
平
成
28
年

3
月
ま
で
の
毎
月
第
2
土
曜
日
（
全

8
回
・
8
、
11
、
1
月
は
休
み
）

午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
　
15
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
は
さ
み
、
ミ
ニ
タ
オ
ル
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
袋
1
枚
、
新
聞
紙

1
枚

参
加
費
　
1
回
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

シ   
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

布
ぞ
う
り
作
り
講
習

　
カ
ラ
フ
ル
な
布
を
使
っ
て
、
履
き

心
地
の
良
い
「
布
ぞ
う
り
」
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

6
月
4
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上

　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
1
㍍
×
2
㍍
の
布

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
吹
き

矢
講
座

　
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
吹
き

矢
を
行
い
な
が
ら
体
力
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
使
用
す
る
吹
き
矢
も
自
分
で
作
り

ま
す
。

日
時

　
5
月
14
日
・
21
日
・
28
日
、

6
月
4
日
・
11
日
（
各
木
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師
　
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
　

鶴
岡
忠
幸
さ
ん

持
ち
物
　
運
動
靴
、
1
・
2
回
目
の

み
は
さ
み

参
加
費
　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
1
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

 　音楽を楽しみながら、心身ともに豊かな生活を目指してみません
か。
日程・内容　下表のとおり（全6回）
時間　午前10時～ 11時30分
対象　おおむね60歳以上　20人（申し込み順）
講師　舞踊ストレッチ　地唄舞「山波会」家元　柏真理子さん
大人のリトミック　「親子でリトミック」　増田恵子さん
持ち物　靴下（舞踊ストレッチのみ）
参加費　500円（資料代）
■申　4月30日㈭までに電話か直接白井駅前センターへ

西  

子
ど
も
科
学
ラ
ボ

　
草
木
染
め
や
「
ク
ロ
マ
ト
ア
ー
ト

（
流
し
絵
）」
で
科
学
の
不
思
議
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
　
5
月
10
日
㈰

時
間
・
内
容
　
①
午
前
10
時
〜
正
午
・

草
木
染
め
を
楽
し
も
う
　
②
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
・
ク
ロ
マ
ト
ア

ー
ト
で
し
お
り
を
作
ろ
う

対
象
　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
　
各

10
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
堀
本
能
之
さ
ん

参
加
費
　
①
・
②
と
も
2
0
0
円
　

（
材
料
費
）

申
　
5
月
8
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   

就
労
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
講
座

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
実
践
に
役
立
つ
知
識
を

学
び
ま
せ
ん
か
。
受
講
終
了
後
も
分

か
る
ま
で
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

【
初
級
平
日
コ
ー
ス
（
各
8
時
間
）】

日
程
　
5
月
26
日
㈫
〜
29
日
㈮
（
全

4
回
）

【
初
級
土
曜
コ
ー
ス
（
各
8
時
間
）】

日
程
　
5
月
9
日
・
16
日
・
23
日
・

30
日
（
各
土
曜
日
・
全
4
回
）

【
共
通
】

時
間
　
ワ
ー
ド
・
午
前
10
時
〜
正
午
、

エ
ク
セ
ル
・
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
再
就
職
を
希
望
す
る
女
性

各
コ
ー
ス
10
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費

　
1
時
間
6
0
0
円

保
育

　
6
カ
月
か
ら
就
学
前
ま
で
の

子
　
8
人
（
有
料
・
要
事
前
予
約
）

※
母
子
家
庭
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ
て

い
る
世
帯
、
そ
の
ほ
か
こ
れ
に
準
ず

る
経
済
的
に
困
っ
て
る
女
性
を
優
先

し
、
そ
の
際
の
参
加
費
と
保
育
代
は

無
料
と
な
り
ま
す
。

申
　
4
月
30
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
へ

駅  シニアライフサポート
～音楽で♪はつらつお元気倶楽部～

西   キッズクラブ
　友達と一緒に体験を通してさまざまなことを学んでみよう。
日程・内容　下表のとおり（全8回）
時間　午前10時～正午
対象　小学生　15人（申し込み順）
参加費　1,500円（材料費）
■申　4月30日㈭までに電話か直接西白井複合センターへ

日程 内容
5月16日㈯ はじめましての会～ゲームを楽しもう！～
6月20日㈯ 和菓子作り体験をしよう！
7月18日㈯ 流しそうめんで涼を感じよう♪
9月19日㈯ 「ともしびの夕べ」のとうろう制作＆シャボン玉で遊ぼう
10月17日㈯ しろい探検～みんなでまちめぐり～
11月21日㈯ おはなし会＆ティータイムでなごみましょ♪
12月19日㈯ クリスマスパーティーをしよう☆
2月20日㈯ お別れ会

力作を見にきてね！

花とふれあおう

日程表
日程 内容

5月7日㈭ みんなで歌おう（唱歌・懐メロ）、舞踊ストレッチ

5月21日㈭ 大人のリトミック

6月4日㈭ 大人のリトミック

6月11日㈭ みんなで歌おう、舞踊ストレッチ、介護予防豆知識

7月2日㈭ みんなで歌おう、印西警察署の防犯ミニ情報

7月16日㈭ 大人のリトミック

※「舞踊ストレッチ」は日本舞踊とストレッチを合わせた運動で、「リ
トミック」は音楽に合わせてさまざまな表現をすることで、豊かな
感性や想像力を養う運動です。

しおり
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イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
白
井
俳
句
会
会
員
募
集

　
俳
句
は
日
本
人
の
心
で
す
。
世
界

で
一
番
短
い
詩
の
俳
句
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師

　
俳
人
協
会

　
吉
川
禮
子
理
事

月
会
費

　
2
、
0
0
0
円
（
事
務
費

ほ
か
）

問
　
柳
沢
☎
（
4
4
4
）
7
0
9
3

◆
新
体
操
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
リ
ボ
ン
や
ボ
ー
ル
を
使
い
な
が
ら
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
体
を
動
か

し
ま
せ
ん
か
。
見
学
と
無
料
体
験
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
事
前
に
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
火
曜
日

　
午
後
5
時
10

分
〜
6
時
30
分

　
場
所
　
公
民
セ
ン

タ
ー

　
対
象
　
年
少
以
上
の
女
子

持
ち
物

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

申
・
問

　
活
動
日
の
正
午
ま
で
に
電

◆
白
鳥
の
写
真
展

　
毎
年
11
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
頃

ま
で
越
冬
の
た
め
、
遠
い
北
の
国
か

ら
清
水
口
調
整
池
に
飛
来
す
る
白
鳥

と
池
で
遊
ぶ
仲
間
の
鳥
た
ち
の
写
真

展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
15
日
㈬
〜
26
日
㈰

　
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
5
時
（
月
曜
日
休
館
）

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
武
石
☎
（
4
9
1
）
8
3
7
7

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

「
食
の
安
全
と
安
心
1（
安
全
編
）」

　
4
月
17
日
㈮
か
ら
7
月
31
日
㈮
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
に
「
食
の
安
全
と

安
心
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
無
料
公
開

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

時
間
　
午
後
4
時
10
分
〜
5
時
40
分

場
所
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
E
棟
2

階
合
同
講
義
室
（
松
戸
市
）　
対
象

一
般

　
50
人
（
申
し
込
み
順
）

問
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
学
務
係
☎

0
4
7
（
3
0
8
）
8
7
1
2

◆
Ｊ
Ａ
西
印
旛
農
産
物
直
売
所
「
や

お
ぱ
ぁ
く
」
開
店
8
周
年
イ
ベ
ン
ト

　
や
お
ぱ
ぁ
く
店
内
で
1
、
0
0
0

円
以
上
買
い
物
を
し
た
先
着
1
0
0

人
に
紅
白
ま
ん
じ
ゅ
う
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ま
た
地
元
野
菜
の
特
売

や
焼
き
そ
ば
、
赤
飯
、
か
ら
あ
げ
の

販
売
も
行
い
ま
す
。

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
な
し
坊
」
も
来
店
し
ま
す
の
で
、

み
ん
な
で
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
19
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
　
場
所
　
J
A
西
印
旛
農
産
物

直
売
所
「
や
お
ぱ
ぁ
く
」

問
　
J
A
西
印
旛
農
産
物
直
売
所

「
や
お
ぱ
ぁ
く
」
☎
（
4
9
8
）
2

0
0
7

◆
白
井
刻
字
展

　
白
井
刻
字
サ
ー
ク
ル
と
刻
字
教
室

参
加
者
の
作
品
展
を
開
催
し
ま
す
。

子

育

て

西  
お
や
こ
工
作
〜
こ
い

の
ぼ
り
を
つ
く
ろ
う
！
〜

　「
こ
ど
も
の
日
」
に
向
け
て
、
親

子
で
楽
し
く
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
23
日
㈭

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
12

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
西
白

井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨  

電
車
＆
ミ
ニ
カ
ー
あ

そ
び

　
レ
ー
ル
を
つ
な
い
で
、
み
ん
な
が

大
好
き
な
電
車
や
車
を
走
ら
せ
て
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
10
日
㈰
　
午
前
10
時
〜

11
時

対
象
　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者
（
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
電
車
車
両
（
電
池
込
み
）、

ミ
ニ
カ
ー

日
時
　
21
日
㈫
〜
26
日
㈰
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時

※
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は
午

後
4
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー

問
　
白
井
刻
字
サ
ー
ク
ル
　
関
口
☎

（
4
9
1
）
5
9
9
4

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
①
4
月
25
日
㈯
・
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
5
月
9
日
㈯
・
柏
市
中
央
公
民
館

時
間

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
対
象

　

一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
プ
ル
ミ
エ
ー
ル
・
バ
レ
エ
・
ス
テ

ュ
ー
デ
ィ
オ
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
2
0
1
5
」

　
バ
レ
エ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
集
や

小
品
集
を
上
演
し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈰
　
午
後
4
時
〜
（
開

場
　
午
後
3
時
30
分
〜
）　
場
所
　

文
化
会
館
な
し
坊
（
大
）
ホ
ー
ル
　

対
象
　
一
般
　
入
場
料
　
無
料

申
・
問

　
観
覧
を
希
望
す
る
人
は
電

話
で
小
銭
☎
0
8
0
（
9
1
5
2
）

5
7
1
7
へ

◆
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
会

　
講
師
の
リ
リ
エ
・
モ
ク
ワ
エ
ナ
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈫
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
一
般
女
性
　
20
人
（
申
し
込
み

順
）　
参
加
費
　
無
料

申
・
問

　
電
話
で
カ
ウ
ラ
レ
イ
・
フ

ラ
チ
ー
ム

　
望
月
☎
（
4
9
2
）
2

1
2
2
へ

◆
白
井
近
隣
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る

の
で
、
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
の
あ
る
人

は
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
3
日
㈷
　
午
前
9
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
前
9
時
〜
）　
場

所
　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー

ル
（
堀
込
）　
入
場
料
　
無
料

問
　
平
岡
☎
（
4
9
1
）
1
6
5
3

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
の
ほ
か
「
こ
い
の
ぼ

り
潜
り
」
や
宝
探
し
、
む
か
し
遊
び

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
26
日

㈰
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す
。

※
使
用
し
て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
が

あ
れ
ば
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
4
日
㈷
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
時
は
5
日
㈷
に
延

期
）　
場
所

　
冨
士
中
予
定
地
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
冨
士
）

問
　
こ
い
の
ぼ
り
祭
り
実
行
委
員
会

☎
（
4
4
6
）
2
6
0
0
（
火
・
木
・

土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
!

　
実
際
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
O
U
T
9

ホ
ー
ル
を
使
っ
て
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
コ
ー
ス
内
で
は
飲
食
が
で
き
、
参

加
賞
も
差
し
上
げ
ま
す
。

日
程
　
5
月
7
日
㈭
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時

　
場
所

　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
清
戸
）

問
　
㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

◆
東
葛
し
ぜ
ん
観
察
会
「
ギ
ン
ラ
ン
、

キ
ン
ラ
ン
の
咲
く
、
新
緑
の
森
を
歩

こ
う
」

　
船
橋
県
民
の
森
で
、
野
草
や
樹
木

な
ど
の
観
察
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
月
10
日
㈰

　
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
（
雨
天
中
止
）　
集
合
場

所
　
船
橋
県
民
の
森
管
理
事
務
所
前

対
象

　
一
般
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
弁
当
、
飲
み
物
、
帽
子
、

あ
れ
ば
ル
ー
ペ
か
双
眼
鏡

　
参
加
費

2
0
0
円
（
保
険
料
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
で
新
堀
☎
（
4
9
7
）

1
3
1
7
へ

◆
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛こ

う
も
ん
門
・
人
工

膀ぼ
う
こ
う胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓
練
講
習
会

　「
腹
ふ
く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
手
術
の
現
状
と
問
題
点
」

や
「
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ト
ー
マ
へ
の
ケ

ア
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会
の
ほ
か
、
補
装
具
展
示
相
談
会

も
行
い
ま
す
。

日
時
　
5
月
23
日
㈯
　
正
午
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
千
葉
県
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
千
葉
市
）　
対
象
　
オ
ス

ト
メ
イ
ト
お
よ
び
そ
の
家
族
、
医
療

関
係
者
ほ
か
　
講
師
　
千
葉
県
が
ん

セ
ン
タ
ー
消
化
器
外
科
臨
床
検
査
部

長
　
滝
口
伸
浩
さ
ん
、
同
セ
ン
タ
ー

皮
膚
・
排
泄
ケ
ア
認
定
看
護
師

　
實

方
由
美
さ
ん

　
参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
千
葉

県
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
事
務
所
☎
0
4

3
（
3
0
9
）
7
5
7
1
・

0
4

3
（
3
0
9
）
7
5
7
2
（
月
・
火
・

金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）
へ

話
で
石
川
☎
0
9
0
（
4
0
2
7
）

5
0
9
6
へ

◆「
大
人
の
た
め
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
」

会
員
募
集

　
サ
ッ
カ
ー
を
通
し
て
体
と
脳
を
活

性
化
し
、
仲
間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

　
女
性
や
初
心
者
、
経
験
者
の
誰
で

も
楽
し
め
る
場
で
す
。
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日
　
午

前
9
時
〜
午
後
1
時
　
場
所
　
中
木

戸
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
（
男
性
は
35
歳

以
上
、
女
性
は
20
歳
以
上
）　
年
会

費
　
3
、
0
0
0
円

※
別
途
、
傷
害
保
険
料
1
、
8
5
0

円
（
年
間
）
が
掛
か
り
ま
す
。

問
　
白
井
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

　
谷
本

☎
（
4
9
1
）
2
4
6
2

◆
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ち

び
っ
子
フ
リ
マ
店
長
」
募
集

　
子
ど
も
た
ち
が
店
長
と
な
っ
て
販

売
体
験
が
で
き
る
「
ち
び
っ
子
フ
リ

マ
」
を
開
催
し
ま
す
。
家
で
眠
っ
て

い
る
服
や
お
も
ち
ゃ
な
ど
を
出
品
し
、

店
長
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
当
日
は
、
白
井
の
朝
採
れ
野
菜
が

並
ぶ
マ
ル
シ
ェ
や
農
産
物
を
使
っ
た

料
理
が
楽
し
め
る
青
空
レ
ス
ト
ラ
ン

も
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
、
し
ろ
い

青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
23
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時
30
分
（
受
け
付
け
　
午
前

9
時
〜
9
時
30
分
）　
場
所
　
根
8

0
0
|
1
8
9

　
出
店
対
象

　
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

　

20
組
（
申
し
込
み
順
）　
出
店
料
・

参
加
費

　
無
料

申
　
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

に
必
要
事
項
を
入
力

問
　
ス
タ
イ
ル
プ
ラ
ス
㈱
内
し
ろ
い

青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
0
3

（
6
4
3
4
）
5
5
8
1
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

冨  

親
子
教
室
「
親
子
&

い
ち
ご
」

　
新
聞
を
ち
ぎ
っ
て
遊
ん
だ
り
、
紙

鉄
砲
を
作
っ
た
後
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
5
月
13
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
生
後
2
カ
月
か

ら
未
就
園
児
ま
で
の
子
と
そ
の
保
護

者
　
40
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
前
日
ま
で
に
電
話
か
直
接
冨
士

セ
ン
タ
ー
へ

　子育て中の人も、子育てが落ち着いた人も自分のための時間を持ち、
自分磨きをしてみませんか。
日程・内容　下表のとおり（全5回）
時間　午前10時～ 11時30分
対象　市内在住・在勤者　10人（申し込み順）
参加費　1,300円（材料費ほか）
保育　あり（要事前予約）
■申　本日の午前9時から30日㈭の午後5時までに参加費持参の上、直接
桜台センターへ

日程 内容

5月12日㈫ 前向き親子のコミュニケーション術

5月27日㈬ 骨盤ピラティスでゆがみすっきり！

6月9日㈫ スマホ・デジカメで生き生きと子どもを撮ろう！

6月23日㈫ パワーストーンでモバイルアクセを作ろう！

7月7日㈫ 茶話会

こいのぼり

みんなでリフレッシュ！

桜   子子子育育育てサロン「ママ倶倶楽楽楽部部」

2015.4.159



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.4.15 10み ん な の ひ ろ ば

まちの話題その後　12月15日号の七次台中学校野球部、岩淵風
ふう か

香さんと

木村涼
すず か

香さん（第9回15U全国KB野球秋季大会女子の部優勝）、1月15日

号の安藤美希子さん（第17回アジア競技大会ウエイトリフティング女子

58kg級で日本新記録）が、3月18日に千葉県教育委員会教育長から「千葉

県体育功労者」として顕彰されました。おめでとうございます。

ス
（
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
・
バ
レ
エ
・

H
I
P 

H
O
P
・
フ
ラ
な
ど
）、

伝
統
文
化
（
箏こ

と
）
と
い
っ
た
「
舞

台
系
」
部
門
や
、
園
芸
（
菊
花
・

盆
栽
）、　
国
民
娯
楽
（
将
棋
・
囲

碁
）、
茶
華
道
、
写
真
、
通
信
（
無

線
・
郵
趣
）、
陶
芸
、
文
芸
（
俳
句
・

短
歌
）
な
ど
の
「
展
示
系
」
部
門

が
あ
り
ま
す
。
13
の
専
門
部
（
加

盟
64
団
体
、
会
員
約
1
、2
0
0

人
）
で
力
を
合
わ
せ
、
芸
術
・
文

化
の
振
興
を
目
指
す
本
格
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
7
月
に
は
初
め
て
の
主

催
事
業
と
な
る
、
青
少
年
育
成
を

目
的
と
し
た
「
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
観
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
年
は
伝
統
文
化
の

継
承
を
目
的
に
、
6
月
7
日
に
文

芸
術
・
文
化
を
支
え
る

担
い
手
を
目
指
し
て

　

　
白
井
市
文
化
団
体
協
議
会
は
、

「
芸
術
・
文
化
は
市
民
自
ら
の
手

で
!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
平
成
25

年
11
月
30
日
に
設
立
さ
れ
た
団
体

で
す
。

　
当
会
は
、
文
化
団
体
の
連
携
と

相
互
扶
助
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
社
会
の
絆
を
大
切
に
し
て
市
民

文
化
の
振
興
に
貢
献
し
な
が
ら
次

世
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
年
1
回
以
上
の
主
催
事
業
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民

文
化
祭
な
ど
の
公
共
的
文
化
事
業

で
は
、
実
行
委
員
会
の
中
核
と
し

て
の
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

　
私
達
の
目
的
は
何
と
い
っ
て
も

「
芸
術
・
文
化
を
支
え
る
担
い

手
」
と
な
る
事
で
す
が
、
活
動
が

結
果
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
社
会

に
対
応
す
る
絆
づ
く
り
や
地
域
の

互
助
機
能
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
も
願
っ
て
い
ま

す
。

　
会
の
構
成
は
、
音
楽
（
コ
ー

ラ
ス
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ジ
ャ

ズ
、
バ
ン
ド
な
ど
）、
芸
能
（
詩

吟
・
民
謡
・
舞
踊
な
ど
）、
ダ
ン

化
会
館
な
し
坊
ホ
ー
ル
で
和
文
化

を
テ
ー
マ
と
し
た
伝
統
芸
能
祭

「
和
の
輪
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
会
の
組
織
・
運
営
は
、
5
月
の

総
会
で
決
定
し
ま
す
。
舞
台
系
と

展
示
系
で
は
活
動
の
特
性
も
違
う

の
で
、
そ
の
年
毎
の
方
向
性
を
示

す
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
今
年

は
「
若
人
に
、
高
齢
者
に
夢
と
情

未
来
を
築
く
市
民
活
動
団
体
紹
介

　
終

「
白
井
市
文
化
団
体
協
議
会
」

❖
俳
句
・
短
歌
を
募
集

し
ま
す

　
広
報
し
ろ
い
「
し
ろ
い
文
芸
」

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
俳
句
・
短
歌
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
毎
月

15
日
号
に
選
者
が
選
定
し
た
俳
句
10

句
、
短
歌
5
首
を
紹
介
し
ま
す
。

申
・
問

　
は
が
き
か
任
意
の
用
紙

に
「
短
歌
」「
俳
句
」
の
別
、
住
所
、

氏
名
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
の
場
合
は
本
名

も
）、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
で
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
か
直
接
持

参
、
〒
2
7
0
‐
1
4
9
2

　
白
井

市
復
1
1
2
3

　
白
井
市
役
所
秘
書

広
報
課
「
し
ろ
い
文
芸
」
係
　
内
線

3
3
7
2
〜
4
・

（
4
9
1
）
3

5
1
0
・ 

h
is
y
o
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
投
稿
で
き
る
人
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
者
で
、
1
人
1
作
品
で

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
（
漢
字

に
は
ふ
り
が
な
を
お
願
い
し
ま
す
）。

　
締
め
切
り
は
毎
月
15
日
（
必
着
）

で
、
翌
月
の
15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
作
品
に
は
選
者
の
添
削
が
入
る
場

合
も
あ
る
の
で
、
了
承
願
い
ま
す
。

天
　
浅
春
の
同
じ
冷
た
さ
海
と
魚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
針
田
達
行

地
　
梨
の
花
咲
き
て
白
井
の
青
き
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

人
　
知
床
や
春
の
雪
積
む
観
光
船

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

【
選
評
】　
天
　
厳
し
く
言
へ
ば
冷
た
さ
は
冬
の
季
語
に
な
る
が
、

主
が
浅
春
な
の
で
良
い
。
同
じ
冷
た
さ
の
発
見
を
評
価
す
る
。

海
と
魚
が
同
じ
冷
た
さ
に
春
を
感
じ
た
。
地

　
地
名
は
な
る
べ

く
避
け
る
の
だ
が
、
こ
の
地
名
は
よ
く
利
い
て
い
る
。
白
井
は

梨
の
産
地
で
花
の
咲
く
頃
の
空
は
実
に
青
く
美
し
い
。
人
　
こ

の
句
も
前
作
品
と
同
じ
く
地
名
が
よ
く
働
い
て
い
る
。
知
床
な

れ
ば
こ
そ
の
景
で
実
感
が
有
る
。
　
　

佇
め
ば
せ
せ
ら
ぎ
の
音
土
筆
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

自
転
車
の
ハ
ン
ド
ル
光
る
春
の
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
小
林
し
を
り

鉈
彫
り
の
仏
の
笑
み
や
春
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

耕
人
の
背せ
な

に
日
射
し
や
遠
筑
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

春
の
雷
筑
波
嶺
遠
く
泰
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
清
水
治
夫

池
ひ
と
つ
天
下
と
し
た
る
残
り
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

庭
下
駄
の
出
番
と
な
り
し
牡
丹
の
芽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

人
の
名
を
咄
嗟
に
思
い
出
せ
な
く
て

見
あ
ぐ
る
空
の
昼
月
淡
し
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

【
選
評
】
人
の
名
前
が
咄
嗟
に
思
い
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
と
昼
の
月
が
「
見
あ
ぐ
る
」
に
よ
っ
て
無
理
な

く
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

亀
戸
の
紅
梅
愛
で
て
瞑
目
す

大
空
襲
の
あ
り
た
る
弥
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
石
田
精
一
郎

希
に
し
て
夫
と
気
が
合
い
午
後
二
時
の

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
を
安
ら
ぎ
て
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

潮
満
ち
る
干
潟
の
上
を
か
し
ま
し
く

鴨
ら
が
次
の
餌
場
へ
と
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士   

　
　
望
月
玲
子

風
温
む
窓
辺
に
新
聞
広
げ
し
き

ひ
と
と
き
妻
の
爪
を
切
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

バレエ＆ダンスコンテストの様子

　白井在住の中村善一さんは、梨の若い木を
育てる中で多くの梨生産者が負担を感じてい
る「新

しんしょう

梢の管理」の作業効率をアップしたい
と考え、試行錯誤の末、昨年11月に「梨の高
枝結束器」を開発しました。
　今まで脚立を使用していた作業も、高さ3㍍
の枝まで対応が可能となるため、作業時間の
短縮につながります。結束器を試した梨農家
さんからも「便利」と好評です。
　中村さんは就農して2年目ですが、「高齢化
が進んでいる梨生産者の負担を少しでも減ら
せれば」と話してくれました。

作業ラクラク！梨の「高枝結
束器」を開発　中村善

よしかず

一さん

梨高枝結束器を手にした中村さん

　2月1日、映画『ビリギャル』
の撮影が桜台小学校で行わ
れました。
　この映画は、学年ビリの
女子高生が、1年間で偏差値
を40上げて都内有名私立大
学に現役で合格したという
実話を元に映画化したもの
です。今回は小学生時代の
シーンが撮影されました。
　北風の吹く寒い中での撮
影となりましたが、主人公
が校庭を寂しそうに眺める
シーンや、下校時に主人公の
母親が学校に駆け込むシー
ンでは、桜台小学校の児童
約80人によるエキストラの
協力で順調に進みました。
　ゴールデンウイークに家族でご覧ください。
公開予定日　5月1日㈮　全国の映画館でロードショー

校庭で子どもたちが遊んでいるシーンを撮影

映画　「ビリギャル（主演：有村架純）」 
桜台小学校の子どもたちがエキストラとして参加

スタッフの演技指導に耳をかたむける子どもたち

熱
を
！
文
化
を
広
げ
よ
う
」
で
す
。

　
感
性
の
異
な
る
人
た
ち
が
集

ま
っ
て
作
っ
た
ば
か
り
の
会
な
の

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、

最
終
的
に
は
相
乗
効
果
で
よ
り
よ

い
創
造
に
つ
な
が
れ
ば
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
入
会
は
随
時
可
能
で
す
。
活
動

内
容
、
会
則
、
会
費
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

連
絡
先
　
宮
澤
☎
0
9
0
（
3
2

0
7
）
0
1
5
9

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
3

※
今
回
で
「
未
来
を
築
く
市
民
活

動
団
体
紹
介
」
は
終
了
で
す
。

　
5
月
15
日
号
か
ら
は
「
男
女
共

同
参
画
ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男ひ

と女

こ
こ
に
あ
り
〜
」
を
連
載
し
ま
す
。


